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STAGE 1 2 3 4 5 6
標準榔紋 口 口. 画 @] 回

















































































＼ Ss＼反応 ､＼ T- 97 T- 7 OH
正 答 51.9 51.3 47.9














この反応分化灸件は 日間 (40試行, 1交替)で始ま
り,日内10試行,4交替を学習基準としたが,被験体の






















































































研, 4金城大 ･家政 ･体育, 5東大 ･理 ･入朝)
+サルの温,熱性代謝性反応の放崩記録法 第16回中部生理学談訪会(1970)
屠蘇等冷環境における=ホンザ/I,の生理的反応 弟15直171)マーチス研兜
負 (1971)
日本ザルの旨顛寒冷環境における生理的反応 弟48匡相木生埋学会大負
(1971)
ニホンザルは医学領域のみならず,心理学社会学の分
野においても実験動物としてよく用いられるが,生理学
的な研究は乏しく,特に温熱性･代謝性反応に関しては
ほとんど知られていないO霊長類は一般には熱帯性起瀬
と思われているが,サルが多量の発汗をするとか,バン
ティングを行うという報告はない.一方ニホンザルは地
球上でもっとも北限に住む種として知られている｡そこ
でこのサルの温熱生理学的な特徴を明らかにし,他の熱
帯産のサルと比較すれば,気候馴化の過程に何らかの手
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